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平成 30 年 8月 18 日（土）（雨天の場合 8月 25 日）

取掛西貝塚 (7)　遺跡見学会
と り か け に し か い づ か

今年度の調査成果

これまでの調査成果

あらたに縄文時代早期の住居跡を発見【（６）地点】

頭
とうこつ

骨を並べた日本最古級の動物儀礼跡

豊
ほうふ

富な骨
こっかくせいひん

角製品【（５）地点】

弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

の集
しゅうらく

落を発見縄
じょうもん

文時
じ

代
だい

早
そう

期
き

の集
しゅうらく

落の広がりを確認

船橋市

8/16 現在のデータのため変更になる場合もあります。　　　  船橋市教育委員会　生涯学習部　文化課・埋蔵文化財調査事務所（047-449-7153）
取掛西貝塚をはじめとした最新の遺跡の情報は文化課 Facebook でも発信しております。

Facebook用QRコード

★

　取掛西貝塚は船
ふなばしし

橋市の中央部、飯
は

山
さ

満
ま

町
ちょう

から米
こめがさきちょう

ケ崎町の台
だいちじょう

地上に位置する

縄
じょうもんじだい

文時代早
そ う き

期（約１万年前）と前
ぜん

期
き

（約

６千年前）の遺
い せ き

跡です。これまでに行

われた調
ちょうさ

査で縄文時代早期の貝
かいそう

層や

竪
たてあなじゅうきょあと

穴住居跡などが見つかり、ヤマトシジ

ミを主体とした貝層は東
とうきょうわんとうがんぶ

京湾東岸部で

最
さいこ

古のものです。船橋市では現在、取掛

西貝塚の国
くにしせき

史跡指
し て い

定を目指し、遺跡の

内
ないよう

容や範
はんい

囲を確
かくにん

認するための調査を行っ

ています。

　取掛西貝塚の今年度の調査は、一昨年度行った分
ぶん

布
ぷ

調査と昨年度行った確
かく

認
にん

調査の結果を参考にトレ

ンチを設定して調査を行いました。今年度の調査は約半分ほどが終了し、いくつもの発見がありました。

　（５）地点の調査では、縄文時代早期の住居

跡からヤマトシジミを主体とする貝層が発見さ

れました。ヤマトシジミは汽
きすいいき

水域 ( 河
かこ う

口付近の

海水と淡
たんすい

水が混じる水域 ) に生
せいそく

息しており、貝

塚が形
けいせい

成された時期の環
かんきょう

境を考える上で貴
きちょう

重な

資料となります。

　また、この貝層の下からは、イノシシやシカ

の頭の骨が並べられた状態で出土しました。そ

の出土状況などから動物儀礼跡と考えられてお

り、日本最古級の貴重な事例となります。

　貝層中からは動物の骨やシカの角、貝などを

加
かこう

工した道具が出土しました。動物の骨を加工

した針
はり

やサメの歯を加工した飾
かざ

り、ツノガイを

ビーズ状に加工した飾
かざ

りなどが出土し、縄文人

の優
すぐ

れた加工技術がうかがえます。

　昨年度行った（６）地点の調査によって、

縄文時代早
そう

期
き

の集
しゅうらく

落が予想よりも広い範
はん

囲
い

に

広がっていることがわかりました。白線に囲

われた範囲が、縄文時代早期の住
じゅうきょあと

居跡です。

白線内の小さな白い点は出土した土
ど

器
き

や石
せっ き

器

です。これらの土器から、これまでの調査で

発見されていた住居跡よりもやや古い時期の

ものであることがわかりました。

　遺跡の内容や範囲を探る調査は昨年度・今年度を含めて３年間の予定で実
じっ し

施いたしま

す。今年度の調査は９月まで行う予定です。調
ちょうさせいか

査成果は今年度中に実施する遺跡報告会で

も詳
しょうさい

細を報告予定です。

　今回の調査では弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

中
ちゅう

期
き

の集落も発見

されました。船橋市では弥生時代の調査事例が

少なく、貴重な発見となりました。写真は土
ど

坑
こう

からまとまって出土した弥
や

生
よい

土
ど

器
き

です。

　今回の調査では、昨年度よりも西側で早
そう

期
き

の

住居跡が発見されました。縄文時代早
そう

期
き

の集
しゅう

落
らく

範
はん

囲
い

が、さらに西側に広がっていることがわか

りました。

　取掛西貝塚ではこれまでに、縄文時代早期・前期の集落跡が発見されています。ここでは縄文時代早

期を対象とし、特に大きな成果が得られた（５）地点と（６）地点の調査結果についてご紹介します。
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